














がある。 Mizumoto, Urano and Maeda(2014）は、全国英語教育学会の学会誌 AnnualReview of 



































































































































主ょよ〉ここむずかしいねんけど＜r主主豆斗ヱ wantto help the 





えと下からし、ち onetwo th工eefour fi:ve 5行目丘三o:（.）↓ 


























この抜粋は l～15行目、 16～24行目、 25～31行目の 3つの会話連鎖に分けられる。まず最初の
連鎖では、 I～3行目で Aはむずかしいと思われる文を選び、「どういうことですか」と問し、かけ
る。この間いを巡って l番目の連鎖は進行する。 4行目でBはAの質問とオーバーラップして 「ま
だ（足痛いねん）」と言い、 5、 6行目で CとDがそれぞれ聞き返し、繰り返しの要請を行う。そ
れに応じて 7～9行目でAがテキストの場所を特定しながら同じ個所を読み、「ってJと意味を説
明するよう求めた文がそこで終わることを示す。 10行目でBが課題となった文のうち、「I
really want to help visitors」「inJapan」の部分の意味を答え、 12行目でCが「havea 
great time」の部分の意味を答える。 13行自でAが強い肯定の評価を与えた後、 14行目でBが答
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えの一部分を繰り返し、 15行目でCの反応があって終わる。次の連鎖では、 16行目でAが答えた
文の後に追加のフレーズ「likeI did in Canada」があることを示し、意味を説明するよう求め
る。19行目でBが答え、 20行目でAは肯定の評価を与え、 23行目でBの19行目の答えを部分的
に 「してもらったJから 「楽しくすごした」に修正する。最後の連鎖では、 25行目でAが新たな
‘質問を示し、 27行目の 2.6秒の沈黙の後、さらに Aが 28行自で「みんなわかっているのかなJ
とたたみかける。それまで、発言のなかった Dが29行目で答え、 30行自でTが肯定の評価を与え
る。










助けた ：：：い」と歌うようなリズムをつけて即座に答える。12行目で Cは後半部分を 「＞い
い時間になるように ：↑＜」 とこれまたリズムをつけて歌うように答える。求められた意味とし
てはこれで完結しているので、 13行目でAが「担当旦主そうそうそうそうそうJと評価したにも
かかわらず、この連鎖はここで終了しない。14行目で Bは 「［＞手助けくした ：：： ↓いj と繰









パターンを使って 「した： ： ↓しリと繰り返していることからも明らかになる。Bの10行目前
半と Cの 12行目の発話の長さはどちらも 0.9秒であり、語尾はともに上がっている。また 10行





行ニ 10B: Japanおとずれたひと ｜を↑ 1T 10 B: 助け た：：：い
0. 9秒 0. 3秒 0. 6秒
行ニ12c: いい時間になるよう ｜に：↑ 行 14B: 手助け した ：：：↓い































1 B: （ か）
2 (1. 0) 
3 A ：。そうか。 おにいちゃん どん whawhat club↓ 
4 (.) 
5 B：テニスh
6 A: tennis club? 
7 B: うんh
8 (1. 2) 
9 （ものを置く音）
10 B: せんせせんせ ：
11 A: yes 
12 (1.3）／（動く音）





















34 B: りゃくしてるカミらさ hh
35 A: 。うんうん。
36 B: つうじへんのちゃうって↓ hhh［刊、ってた。




2番目の連鎖は9～27行目の 「エコ」が「アメリカ」で「つうじる」かという Bの質問と Aの応答、





「てさ」で場所を示し、 17行自で「エコあるゃん エコ＝」と 「エコ」というトピックを提示し
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トランスクリプト記号一覧
(1. 2) 
（．） 
1. 2秒の音声のない状態
0. 5秒以下の音声のない状態
途切れなく密着した発話
発話の重なりの開始
under 
。word。
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発話の強調
イントネーションの上昇
イントネーションの下降
ささやき声で産出される発話
不明瞭な発話
直前の音の引き伸ばし
£word£ 
＞＜ 
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笑い声で産出される発話
周辺よりも速い発話

